
薬剤部 
部署の特徴 



薬剤部の基本情報         

主な業務指標 

病棟薬剤業務実施加算1 届出済 

病棟薬剤業務実施加算2 届出済 

薬剤管理指導料算定件数 2,399件/月（2019年度） 

抗がん剤無菌調製件数 
外来 1,255件/月、 

入院785件/月（2019年度） 

高カロリー輸液無菌調製件数 805件/月（2019年度） 

薬物血中濃度モニタリング件数 2,054件/月（2019年度） 

治験契約件数（新規／継続） 27件/80件（2019年度） 

実務実習生受け入れ人数 58名（2020年度） 

専門・認定薬剤師の研修施設認定 

・日本医療薬学会  認定薬剤師制度研修施設 
・日本医療薬学会  がん専門薬剤師研修施設 
・日本医療薬学会  薬物療法専門薬剤師研修施設 
・日本病院薬剤師会 がん薬物療法認定薬剤師研修施設 
・日本病院薬剤師会 HIV感染症薬物療法認定薬剤師研修施設 
・日本臨床薬理学会 薬物療法専門薬剤師研修施設 
 



スタッフ         

職員 

教授・薬剤部長 1名 

准教授・副部長 
（薬学部所属1名含む） 

2名 

副部長 3名 

教員（薬学部所属1名含む） 6名 

主任 11名 

薬剤師 
（うちレジデント8名） 

61名 

技術補佐・事務補佐 15名 

臨床研究統合センター治験管理部職員 

薬剤師 12名 

事務補佐 4名 

（2020年4月時点） 

認定・専門薬剤師 

日本医療薬学会 
・指導薬剤師（10名） 
・認定薬剤師（23名） 
・がん指導薬剤師（1名） 
・がん専門薬剤師（2名） 
 
日本病院薬剤師会 
・認定指導薬剤師（1名） 
・病院薬学認定薬剤師（18名） 
・がん薬物療法認定薬剤師（1名） 
・感染制御認定薬剤師（2名） 
・HIV感染症専門薬剤師（1名） 
・妊婦・授乳婦薬物療法専門薬剤師（1名） 
・精神科薬物療法認定薬剤師（2名） 

日本薬剤師研修センター 
・実務実習指導薬剤師（16名） 
 
日本化学療法学会 
・抗菌化学療法認定薬剤師（1名） 
 
日本糖尿病療養指導士認定機構 
・糖尿病療養指導士（6名） 
 
 

 
日本臨床薬理学会 
・指導薬剤師（2名） 
・認定薬剤師（4名） 
・認定CRC（2名） 

日本アンチ・ドーピング機構 
・スポーツファーマシスト（2名） 
 
日本病態栄養学会 
・NST研修修了（1名） 

（2021年9月時点） 



レジデント制度         

 京大病院薬剤部では、効率的な新人教育を実施するためにレジデント制度を開
始しています。2年間のレジデントプログラムにより病棟業務を含めた基本的な
薬剤師のスキルの習得を目指す教育を行なっています。 



キャリアパス         

 京大病院薬剤部では、各職員のキャ
リアパスを支援します。 
 レジデント制度により、基本的な薬
剤師のスキルの習得を目指します。そ
の後、6-10年をかけて、様々な薬剤師
業務で自立して判断・行動できる薬剤
師への成長を目指します。 
 そして、それぞれの専門性を持つ専
門薬剤師を目指します。各薬剤師の専
門性を生かすことのできる業務や各業
務部門のリーダー・ミドルマネー
ジャーとして、部としての方向性に
沿って、部署の運営を担います。 
 最終的に、本人の副部長、他病院の
薬剤部長、大学の教授として栄転する
人も多くいます。 



研究活動         

 京大病院薬剤部では、研究活動にも積極的に取り組んでいます。業務内容や薬物療法の客
観的評価を行い、医療薬学会などで多数の学会発表を行なっています。新規性の高い成果に
ついては、英文誌に投稿し、最終的に論文博士号取得を目指している人もいます。 

祝千佳子： 難渋する神経障害性疼痛・しびれに対してデュロキセチンが著

効した子宮体がん椎骨転移症例. 日本緩和医療薬学雑誌, 印刷中. 


